
【写真①】 ○浅井担当ＴＡＣ 植谷 泰行 ０８０－８５０７－１１７９
【写真②】 ○虎姫・びわ担当ＴＡＣ 田中 渉 ０８０－８５０７－１１８０
【写真③】 ○湖北担当ＴＡＣ 佐野 大地 ０８０－８５２９－９１８４
【写真④】 ○高月・伊香担当ＴＡＣ 藤居 隆太 ０８０－８５０７－１１７８

【写真⑤】 ○園芸特産担当ＴＡＣ 児玉 瑞輝 ０８０－８３２８－６７８０
[統括支店配属]

○浅井・虎姫営農指導員 今井 正彦 ０９０－５９６０－３２６６
○びわ営農指導員 山口 義晃 ０８０－２５１０－６０２９
○湖北営農指導員 石川 博之 ０８０－９５９２－８０９６
○高月営農指導員 山本 克行 ０８０－９５９２－８０９５

○伊香営農指導員 布施 直亮 ０８０－２５４０－８５３７

営農振興課
TEL ７８－２４１５

Ｖｏｌ．1

担い手農家・農業法人・集落営農組織むけ情報誌

お時間がある時にご覧いただきますようお願い申し上げます。

令和６年度 ＴＡＣ＆営農指導員紹介

今年度もよろしくお願いいたします。

①③

④

②

⑤

大麦生育状況

生育は平年並み。赤かび病防除は4月中下旬ころから

令和６年産大麦の生育は、昨年よりは遅いものの平年よりやや早くなっている
ようです。今後、適期の赤かび病の防除と必要に応じた実肥を施用しましょう。

JA北びわこ営農情報の
◇LINEアプリで左の
QRコードを読み取る

または、
◇[＠977ｓｖｋｒｗ]
で友だち検索

今後の管理は①赤かび病防除のタイミング、②実肥の施用！



①赤かび病防除【防除時期の目安】

大麦は赤かび病に弱いため、必ず２回防除を実施して下さい！

②実肥の実施
より良い品質の大麦を作っていただくために実肥を施用ください！

施用時期
出穂１０日後(4月中旬頃～)

施用量
分施体系の場合：窒素成分で4ｋｇ/10a
大麦一発肥料MFSの場合：窒素成分で2ｋｇ/10a

※早すぎる実肥は遅れ穂の発生を助長しますので、下の目安を参考に実肥を施用しましょう！

この花粉袋
が見え始め
た時が、

１回目の赤
かび防除適
期です！

【赤かび病の防除時期と薬剤】 あくまで目安なので圃場を確認し、実施してください！

今後の気象状況によって、出穂時期は前後することがあります。以下を参考に
防除適期を判断し、赤かび病の防除を実施してください。

播種時期 出穂期の予想
１回目の防除
（開花始め）

２回目の防除
（１回目の１週間後）

10月中旬 4月９日頃 4月16日頃 4月22日頃

10月下旬 4月12日頃 4月17日頃 4月24日頃

大麦の生育予測

https://4.bp.blogspot.com/-HjAux8WrxAs/Vq89Kl_tDmI/AAAAAAAA3nw/9VZAQQPlhYI/s800/sagyouin_man01_smile.png


水稲育苗管理

水稲育苗ビニールハウスの水管理と温度管理

緑化期間 硬化期間

昼間 ２２～２５℃ １８～２０℃

夜間 １５～１８℃ １２～１５℃

水管理 午前中に１回灌水 午前１回、午後１回

※苗が小さい時は吸水も少なく床土も乾きにくいので灌水のし過ぎに注意しましょう。

※昼間の最高気温は３５℃以上にならないように、夜間の最低気温は１０℃以下にならないようにハウス
の開閉で調節しましょう。

育苗中に発生する病害

○ピシウムによる苗立枯病は、他の菌とは異なり、地際部にカビが発生しているのが見えません。
急激な温度の変化で発生しやすく、発病初期は坪状にしおれ、育苗後半には赤茶けて枯れます。

○苗立枯細菌病は、葉身基部の白～黄白化が最大の特徴で、育苗箱内で伝染するため、坪状に発生し
ます。根の生育が著しく抑制され、生育不良・マット形成不良となり、最終的には針状に立ち枯れします。

病害が発生しないよう、播種前までに種子消毒剤を使用してしっかり予防を！

○主に高温・多湿で発生しやすいため、温度管理に注意！

病気種類 主な対策

ピシウム
フザリウム

→
播種時：タチガレエース粉剤　予防
発芽後：タチガレエース液・タチガレン　治療

リゾプス →
播種時：ダコニール粉剤　治療
緑化期：ダコニール1000

トリコデルマ → 緑化期：ダコレート水和剤

リゾクトニア → 発病初期：バリダシン液

もみ枯細菌病

苗立枯細菌病

いもち病 → 発病後：カスミン粉剤・フジワン粒剤など

発病を確認したら、感染防止のため
ハウス・トンネルから持ち出し処分する。

→

これらの薬剤は、プレミア米・スタンダード米には使用できませんのでご注意下さい。
また、薬剤使用前に、一度担当ＴＡＣまたは営農指導員までお問い合わせ下さい。

万一、病害が

発生したら治療剤
をやらなきゃ・・・



①代かき、あぜ塗りは丁寧に
○田面の凹凸がなくなり均平になるよう耕起、代
かきは丁寧に行ないましょう。
○漏水しやすい場合は、あぜ波板やシートなどで
補強しましょう。

除草剤の上手な使い方

②水管理をしっかりと
○水口、水尻をしっかり止めて、５cm程度の水深を
確保しましょう。
○除草剤散布後の７日間は落水やかけ流しをせず、
入水もできるだけ控えましょう。

③適期に散布
○雑草葉齢に合わせて処理適期に散布しましょ
う。
○フロアブル剤、ジャンボ剤は表層はく離やアオミ
ドロが大量発生する前に散布しましょう。

④雑草が多い圃場では体系処理で
○毎年雑草が問題となる圃場や、代かきから田植
えまでの期間が長くなる場合は、
初期剤 ＋ 一発処理剤（中・後期剤） や 一発
処理剤 ＋ 後期剤の体系処理を行いましょう。

水田管理情報

７日間の止水管理を行うための３つのポイント

浅めの水深で、継ぎ足しの入水を行いません。
土壌表面が現れたら、オーバーフローさせないように静かに入水します。その際に、
しっかり水を入れます。
処理時の水深をやや深めにすると最初の入水までの期間を長くすることができます。

生産基準米箱施用剤について

❖水稲育苗箱施用剤 ～品種によって薬剤を変更しましょう～

【スタウトパディート箱粒剤】
いもち病や主要初期害虫から

稲を守ります！

成分名

シアントラニリブロール
イソチアニル

高密度播種苗対応

1ｋｇ/10aまたは
１箱あたり50ｇ～100ｇ

【稲名人箱粒剤】

高密度播種苗対応

1ｋｇ/10aまたは
１箱あたり50ｇ～100ｇ

成分名

オキサゾスルフィル
イソチアニル

プレミア米・スタンダード米推奨
（プレミア米・スタンダード米は成分指定）

きぬむすめ・他中晩生品種推奨

いもち病や初期害虫に加え、ウンカによ
る縞葉枯病の感染拡大を抑えます！



令和５年産「収入減少影響緩和対策」交付申請
標記の交付申請書が近畿農政局から3月29日付に農家へ発送されていますので生産実績数量を記入し、 JA北
びわこ営農経済センター（湖北地域）または浅井支店（浅井・虎姫地域）･びわ支店･高月支店･木之本支店の各営農
経済係または長浜市産業観光部農業振興課へ提出をお願いします。また、直接販売分に
ついては下記の必要書類の添付が必要になります。

○交付対象数量の範囲（フロー図）

米穀の販売数量

（令和6年３月31日までに販売したもの）

農産物検査 ３等以上

出荷先 Ｊ Ａ・集荷業者 米穀店、事業者、消費者等に直接販売

種子用・加工用米・新規需要米（飼料用米、米粉
用米、新市場開拓米）は、支援の対象外。

なお、備蓄米は令和２年産から対象になりました。

直接販売については、以下の①、②、③（または④）の書
類で確認できたものが交付対象数量となります。

対象は、水稲うるち玄米、水稲もち玄米
及び、醸造用玄米です。

出荷契約がなされ、かつ、出荷してい
る数量が対象。出荷先業者が発行す
る数量証明書を添付してください

米穀店、事業者、消費者等に直接販売された場合の確認書類

提出期限 令和6年4月15日（金曜日）までに各支店営農経済係またはTAC担当必着。

④販売実績が確認できる書類
ア ３月31日までに、業者等への販売で相手先と文書等で販売契約を締結した場合は、次の①と②
①販売契約書の写し 契約日、販売の相手先、銘柄ごとの販売対象数量、販売価格、

または販売価格の設定方法、引渡時期が記載されたもの
②販売伝票等の写し 納品書または販売伝票(領収書等)

イ 3月31日までに、一般消費者等へ販売した場合は、次の③及び④
③購入申込書の写し 販売日、販売の相手先、銘柄ごとの販売対象数量、販売価格が

記載されたもの
④販売伝票等の写し 納品書または販売伝票(領収書等)

※直売所等での販売について、販売の相手が不明な場合でも、直売所等の証明等で確認できれば
生産実績数量に含めることができます。

ウ 3月31日までに、販売の相手先からの注文(ネット､ＦＡＸ等)に応じて販売した場合は、次の⑤と⑥
⑤購入申込書または発注ﾌｫｰﾑを印字したもの等

販売日、販売の相手先、銘柄ごとの販売数量、販売価格が
記載されたもの

⑥販売伝票等の写し等 納品書または販売伝票(領収書、代金請求書＋送り状など)

① 直接販売した米穀の数量報告書(玄米用)または(精米用)

② 米穀検査結果通知書等の写し
検査米の場合は「検査結果通知書」の写し
未検査米の場合は、・主食用 ・１．７mm以上の網目調製・水分１６．０％以下

・産年・産地が明らかに確認できる販売伝票等の写し
③米穀の直接販売分の証明書類の添付省略に関する申出書

※③の申出により、以下の④のア、イ、ウの証明書類の提出が省略できますが、提出を求める
場合がありますので、５年間は大切に保存してください。



農業経営管理支援事業（記帳代行）について

記帳代行サービスとは？

農家組合員の皆様の悩みの一つになっている「会計記帳」の解消に向けた取
組としまして「記帳代行サービス」を現在行っております。

日々の農業に関する取引について、JAと支援

機関にて仕分けを行い、年に数回面談をしてい
ただく事で青色申告決算書を作成できます。

ご利用者の皆さまからは、「申告時の手続きが楽
になった」と好評です！

令和６年度利用者を募集しています！

記帳代行サービスで出来ること
①煩わしい農業にかかる日々の会計記帳を

JAグループが代行します！
②比較分析・期間分析で経営の
見える化が可能！

経営分析・経営診断で現状
を確認する事で、その人に
合った取組・事業の提案を受
けることができます！

詳しくはＴＡＣ・営農指導員までお気軽にご連絡下さい。

農家組合員の皆様に代わって、農業にかかる日々の会計記帳をJAグループが代行する
ことで、厄介な経理事務負担が大幅に軽減されるサービスです。

利用者は四半期に一回面談するだけ！

営農管理システム「Z-GIS」について

「Ｚ－ＧＩＳ」の特徴
①簡単な管理・・・圃場の位置情報（地図）とExcelデータを紐付けて管理します。圃場毎の作付
計画や作業内容等、管理したい項目をパソコンのExcelで簡単に追加・記録できます。

②データの視覚化・・・記録した情報は地図上にわかりやすく「見える化」できます。
③共有ができる・・・データをクラウド上に保管することで家族や社員と情報を共有できます。
④現場で情報確認・・・クラウド上のデータをスマホ等で現地で確認でき、端末のGPS信号と組み

合わせることで位置情報が確認できるため、圃場の間違いもなくなります。

興味がございましたらTAC担当・営農経済係までお気軽にお問い合わせください！

圃場データ





農業者賠償責任共済について

農業において発生する様々な賠償リスク対策はできていますか？？

農業経営において、『生産』から『出荷・販売後』までに想定される
様々な賠償リスクについて保証します。

今までの農業経営は、ご近所さんとの「お互いさま」や取引先との「長年のお付き合
い」があったことで、「責任」を追及されることは少なかったと思われます。
しかし今後は、「新規の取引先」や「農業を全く知らない移住してきた人」など、「お互
いさま」や「長年のお付き合い」の関係がない人たちから「責任」を追及され、
賠償責任を問われるケースがあるかもしれません。

農業経営としてのリスク対応のために、
農業者賠償責任共済への加入を
ぜひご検討ください！！

※農業者賠償責任共済パンフレット（2023.4月）より抜粋


